
気
候
危
機
で
Ｃ
Ｏ
２

削
減
目
標
明
示

脱
炭
素
社
会
へ
の
移
行
を
加
速

技
術
検
定
の
不
正
受
検
を
防
止

国
交
省

検
討
会
実
務
経
験
不
備
事
案
の
改
善
へ

環
境
省
は
八
月
六
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
霞
が
関
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
学
識
者
を
中
心
と
す
る
第
二
回
「
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
の
早
期
社
会
実
装
会
議
」
を
開
き
、
Ｃ
Ｏ
２
の
回
収
・
有
効
利
用
・
貯
留＝

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
技
術
的
確
立
に
向

け
て
活
発
な
情
報
交
換
を
繰
り
広
げ
た
。
世
界
中
で
頻
発
し
て
い
る
大
規
模
な
気
象
災
害
を
気
候
危
機
と
位
置
づ

け
、
Ｃ
Ｏ
２
を
大
気
中
に
放
出
さ
せ
な
い
脱
炭
素
社
会
へ
の
移
行
を
加
速
さ
せ
る
。
同
省
、
経
済
産
業
省
、
関
係

企
業
に
よ
る
実
証
事
業
の
到
達
点
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な
目
標
を
明
示
す
る
方
針
だ
。

局
地
的
な
集
中
豪
雨
や
超

大
型
台
風
の
襲
来
に
加
え
、

海
外
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
記

録
的
な
熱
波
、
ア
メ
リ
カ
の

ハ
リ
ケ
ー
ン
災
害
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
広
範
囲
の
森
林

火
災
と
い
っ
た
大
規
模
気
象

災
害
が
多
発
し
て
い
る
。
現

在
の
状
況
は
た
ん
な
る
気
候

変
動
で
は
な
く
、
未
曾
有
の

気
候
危
機
と
見
な
す
こ
と
が

で
き
る
。

政
府
は
昨
年
六
月
「
パ
リ

協
定
に
基
づ
く
成
長
戦
略
と

し
て
の
長
期
戦
略
」
を
閣
議

決
定
し
、
国
連
気
候
変
動
枠

組
条
約
事
務
局
に
提
出
し

た
。
長
期
戦
略
で
は
社
会
的

・
技
術
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
通
じ
た
環
境
と
成
長
の
好

循
環
を
基
本
的
な
考
え
と
し

て
打
ち
出
し
て
い
る
。
今
年

一
月
に
は
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
の
抜
本
的
な
削
減
に
向

け
た
「
革
新
的
環
境
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
戦
略
」
を
策
定

し
、
世
界
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
や
過
去
の
ス
ト
ッ

ク
ベ
ー
ス
で
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減

（
ビ
ヨ
ン
ド
・
ゼ
ロ
）
を
可

能
に
す
る
革
新
的
技
術
を
二

〇
五
〇
年
ま
で
に
確
立
す
る

こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主

力
電
源
化
を
は
じ
め
と
す
る

Ｃ
Ｏ
２
の
速
や
か
な
削
減
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
を
技
術
的
に
確
立

す
る
こ
と
で
大
幅
な
Ｃ
Ｏ
２

削
減
を
可
能
に
す
る
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の
実

現
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

同
省
は
経
産
省
と
の
適
切

な
役
割
分
担
の
も
と
企
業
・

研
究
機
関
な
ど
と
連
携
し
、

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
関
す
る
各
種
技

術
の
実
証
実
験
を
展
開
し
て

き
た
。
こ
れ
を
受
け
て
同
会

議
で
は
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
早
急
な

社
会
実
装
に
向
け
て
技
術
実

証
の
到
達
点
な
ど
を
関
係
者

と
共
有
し
、
学
識
者
や
関
係

業
界
の
専
門
家
な
ど
に
よ
る

助
言
を
参
考
に
脱
炭
素
社
会

へ
の
一
層
の
加
速
化
と
具
体

的
な
目
標
の
明
確
化
を
含
む

今
後
の
道
筋
を
示
す
こ
と
に

し
て
い
る
。

当
日
の
会
議
で
は
八
木
哲

也
環
境
大
臣
政
務
官
が
冒
頭

あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
気
候
変

動
に
よ
る
自
然
災
害
が
頻
発

化
・
激
甚
化
し
、
い
ま
や
気

候
危
機
と
呼
べ
る
レ
ベ
ル
に

達
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止

に
向
け
て
日
常
活
動
の
自
粛

が
広
ま
り
、
世
界
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
は
約
八
％
減
少
し
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
に
比

べ
約
六
倍
の
減
少
量
だ
が
、

世
界
の
人
々
が
一
斉
に
活
動

を
自
粛
し
て
も
八
％
し
か
減

少
し
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味

し
て
お
り
、
わ
が
国
の
排
出

削
減
が
い
か
に
難
し
い
か
を

示
し
て
い
る
。
脱
炭
素
社
会

へ
の
移
行
を
さ
ら
に
加
速
さ

せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
、
一
層
の
協
力

を
要
請
し
た
。

続
い
て
同
省
と
経
産
省
が

実
証
事
業
の
現
状
な
ど
を
報

告
。
ま
た
東
芝
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
、
み
ず
ほ
情

報
総
研
㈱
、
上
野
ト
ラ
ン
ス

テ
ッ
ク
㈱
、
日
揮
㈱
、
千
代

田
化
工
建
設
㈱
、
東
京
大

学
、
大
成
建
設
㈱
、
三
菱
マ

テ
リ
ア
ル
㈱
、
国
際
石
油
開

発
帝
石
㈱
、
三
菱
商
事
天
然

ガ
ス
開
発
㈱
、
電
力
中
央
研

究
所
、
産
業
技
術
総
合
研
究

所
、
㈱
ダ
イ
ヤ
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
九
州
大
学
、
㈱
Ｑ
Ｊ

サ
イ
エ
ン
ス
な
ど
が
分
離
回

収
・
輸
送
・
貯
留
に
関
す
る

最
新
の
取
り
組
み
事
例
な
ど

を
紹
介
し
た
。

国
土
交
通
省
は
八
月
四

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央

合
同
庁
舎
四
号
館
会
議
室
で

第
一
回
「
技
術
検
定
不
正
受

検
防
止
対
策
検
討
会
」
（
座

長
・
遠
藤
和
義
工
学
院
大
学

副
学
長
・
建
築
学
部
建
築
学

科
教
授
）
を
開
催
し
た
。
施

工
管
理
技
術
検
定
試
験
に
お

け
る
実
務
経
験
不
備
事
案
の

概
要
・
原
因
と
技
術
検
定
制

度
に
お
け
る
実
務
経
験
の
重

要
性
を
確
認
し
、
今
後
の
改

善
の
視
点
を
打
ち
出
し
た
。

十
月
下
旬
を
め
ど
に
提
言
を

ま
と
め
る
。

同
検
討
会
は
大
和
ハ
ウ
ス

工
業
㈱
な
ど
の
実
務
経
験
不

備
に
よ
る
不
正
受
検
の
発
生

を
踏
ま
え
、
万
全
の
防
止
対

策
を
施
す
た
め
に
設
置
。
学

識
者
や
厚
生
労
働
省
担
当

官
、
弁
護
士
、
芝
一
治
一
般

社
団
法
人
日
本
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
副
会
長
ら
業
界
関

係
者
で
構
成
し
て
い
る
。

初
会
合
で
は
青
木
由
行
同

省
不
動
産
・
建
設
経
済
局
長

が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
建
設
現
場
で
は
工
程
・
安

全
な
ど
の
管
理
を
行
う
た
め

の
経
験
と
ス
キ
ル
が
求
め
ら

れ
る
。
今
般
、
複
数
の
企
業

で
不
正
に
資
格
を
取
得
す
る

事
案
が
発
生
し
、
た
い
へ
ん

遺
憾
に
思
っ
て
い
る
。
構
造

的
な
問
題
を
洗
い
出
し
、
新

た
な
手
法
を
見
出
す
必
要
性

を
感
じ
て
い
る
。
建
設
業
の

レ
ベ
ル
を
国
民
の
信
頼
に
応

え
る
も
の
に
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
、
活
発
な
意
見

交
換
を
促
し
た
。

改
善
の
視
点
で
は
実
務
経

験
不
備
事
案
の
解
消
に
向
け

て
①
受
検
前
の
実
務
経
験
を

積
む
時
期
②
受
検
申
請
・
審

査
時
③
受
検
時
―
―
の
三
つ

の
プ
ロ
セ
ス
に
分
け
て
防
止

対
策
を
検
討
す
る
。
ま
た
受

検
者
・
証
明
者
・
審
査
者
ご

と
に
す
ぐ
に
実
現
可
能
な
対

策
あ
る
い
は
将
来
的
に
実
現

を
め
ざ
す
対
策
な
ど
実
現
性

を
踏
ま
え
て
具
体
的
な
実
施

方
法
を
議
論
し
て
い
く
。

産学官が連携して活発な情報交換

八木政務官

初会合で改善の視点を打ち出す

青木局長

）昭和２８年１１月４日
第三種郵便物認可（ （旬刊５ノ日発行）2020年（令和2年）８月１５日日 本 設 備 工 業 新 聞第2372号（１）




